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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096-234-1113（内線106）　 klg204@town.kosa.lg.jp

■
医
療
費
節
約
は
待
っ
た
な
し
の 

　
課
題

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
数

は
、
数
年
前
か
ら
減
少
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の

進
歩
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
長
期
治
療

を
必
要
と
す
る
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
医
療
費
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
国
保
財
政
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
、
単
年
度
収
支

（
こ
こ
で
は
、
前
年
度
の
繰
越
金
と
財

政
調
整
基
金
の
繰
入
金
を
除
い
た
歳
入

金
額
か
ら
、
歳
出
金
額
を
差
し
引
い
た

額
を
い
う
）
に
お
い
て
も
数
年
前
か
ら

赤
字
と
な
り
、
町
で
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
国
保
税
の
税
率
お
よ
び
税
額
な
ど

を
改
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
医
療
費
は
さ
ら
に
増
加
し

て
お
り
、
赤
字
額
も
増
大
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
国
保
財
政
の
健
全
化
が
重

要
な
課
題
で
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
本
町
の
国

保
事
業
を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た

め
に
、
国
保
財
政
の
実
情
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に
み
ん
な
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
医
療
費
を
大

切
に
使
う
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

国 保 財 政 は
厳しさを増しています

健康づくりに取り組んで医療費を減らしましょう

● 本町国民健康保険の加入者数と医療費の推移

● 国保加入者数と医療費の推移

年　度 平成22年度 平成23年度
平成24年度
（見込み）

平均加入者数 3,929人 3,855人 3,834人

医療費
（月平均）

90,398千円 93,846千円 98,967千円

単年度収支 △90,346千円 △37,665千円 △106,808千円
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男
女
共
同
参
画

町住民生活課　TEL096-234-1113（内線102）　 klg106@town.kosa.lg.jp

■
女
性
農
業
者
の
活
動
の
現
状

　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
就
農
人
口
の
減

少
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
よ

り
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
農
業
従

事
者
に
占
め
る
女
性
農
業
者
は
、
全
国

で
45
・
８
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
本
町

で
は
、
女
性
単
独
の
農
業
経
営
者
は
10

㌫
に
満
た
な
い
も
の
の
、
女
性
（
妻
）

が
経
営
に
参
加
す
る
共
同
経
営
は
39
㌫

を
占
め
る
な
ど
、
女
性
農
業
者
の
役
割

は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
に
お
け
る
認

定
農
業
者
や
農
業
委
員
に
女
性
は
お
ら

ず
、
県
内
や
郡
内
と
比
較
し
て
、
女
性

農
業
者
が
表
立
っ
て
活
躍
す
る
機
会
が

少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■
今
後
の
女
性
の
活
躍
の
場

　
現
状
で
は
、
女
性
農
業
者
は
「
縁
の

下
の
力
持
ち
」
の
立
場
に
あ
り
ま
す
が
、

本
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」（
※
）
の
原
案
作
成
に
あ

た
っ
て
、
検
討
委
員
の
３
割
を
女
性
が

占
め
る
よ
う
に
国
か
ら
義
務
付
け
ら
れ

る
な
ど
、
今
後
の
地
域
の
農
業
を
考
え

る
う
え
で
、
女
性
農
業
者
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
新
た
な
政
策
と
し
て
、

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
女
性
農
業
者

を
後
押
し
（
新
商
品
開
発
・
施
設
整
備

を
支
援
）
す
る
事
業
や
、
女
性
農
業
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
の
環
境

整
備
が
整
い
始
め
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

な
ど
の
地
域
づ
く
り
を
通
じ
て
、
農
業

分
野
へ
の
女
性
参
画
の
支
援
を
考
え
て

い
ま
す
。

※
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
…
農
業
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
そ
れ
に
伴

う
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
「
人

と
農
地
の
問
題
」
を
地
域
で
解
決
す

る
た
め
に
、
地
域
が
町
と
協
力
し
て

作
成
す
る
計
画
の
こ
と

▼
農
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
産
業
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
７
）

　

k
lg
2
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

文
化
財
保
護

町教育委員会社会教育課　TEL096-234-2447（内線324）　 klg110@town.kosa.lg.jp

■
文
化
庁
も
注
目
す
る
「
館
跡
」

　
12
月
に
文
化
庁
の
三
宅
克
広
文
化
財

調
査
官
が
、「
陣
ノ
内
館
跡
」
を
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。
美
里
町
の
国
指
定
史
跡

「
堅
志
田
城
」
の
調
査
・
整
備
状
況
を

確
認
し
た
後
、
初
め
て
本
町
に
視
察
に

来
ら
れ
た
調
査
官
は
、
大
規
模
な
空
堀

や
土
塁
が
き
れ
い
な
形
で
残
っ
て
い
る

状
況
に
大
変
驚
か
れ
、
今
後
の
調
査
に

期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
文
化
庁
か
ら
の
視
察
は
ほ
ぼ

毎
年
来
ら
れ
て
お
り
、
同
庁
で
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
今
年
度
の
調
査
は
12
月
〜
３
月

　
今
年
度
の
調
査
は
、
12
月
か
ら
中
心

部
の
台
地
の
上
の
４
か
所
で
開
始
し
ま

し
た
。
土
塁
の
根
元
や
入
口
の
推
定
部

分
を
発
掘
調
査
し
、
土
塁
の
下
に
は

６
０
０
〜
７
０
０
年
前
の
遺
構
が
残
っ

て
い
る
の
か
、
入
口
に
は
門
や
塀
と

い
っ
た
礎
石
建
物
を
作
っ
て
い
た
の
か

な
ど
を
推
定
し
ま
す
。
特
に
西
側
の
調

査
区
で
は
、
堀
と
土
塁
が
並
行
し
て
作

ら
れ
て
い
た
の
か
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
ど
の
調
査
区
も
「
館
跡
」
を
語
る
上

で
非
常
に
重
要
な
個
所
で
、
３
月
ま
で

行
う
予
定
で
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
現
地
で

説
明
も
行
い
ま
す
。
公
民
館
講
座
な
ど

で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
１
月
23
日（
水
）に
研
修
会
を
開
催

　
１
月
23
日（
水
）午
後
１
時
30
分
か
ら
、

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、

県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
佐
藤
征

子
さ
ん（
仁
田
子
区
）
を
講
師
に
、「
区

有
文
書
か
ら
見
た
ム
ラ
の
運
営
」
と
題

し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
（
県
文
化

財
保
護
協
会
と
町
教
育
委
員
会
主
催
）。

　
町
内
の
各
行
政
区
に
保
管
さ
れ
た
古

文
書
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る

の
か
、
ム
ラ
は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ

て
き
た
の
か
な
ど
興
味
深
い
内
容
で
す
。

　
そ
の
後
は
、
希
望
者
を
対
象
に
「
館

跡
」
の
現
地
見
学
も
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

史跡「陣ノ内館跡」 
発掘調査レポート＃30

「館跡」を視察する文化庁の文化財調査官

今後の農業における
女性農業者の役割

町農業研修センター「ろくじ館」で働く女性


